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⚫ 概要 

 Johnny Go, SJ, Rita Atienza 著による『リフラクティブな学び』を手にお取りくださ

りありがとうございます．この度 2025 年度 2 月の JSEC 会議において，広島学院の越

智神父から今から読もうとされている方に向けてぜひ文章で紹介を，とご依頼があり

執筆しています．この文章が皆様のお手元に配布・転送されていることと思います． 

 

 この本を訳すにあたって訳者の頭にあったのは「授業におけるイエズス会教育の実

践」でした．授業というのは学校活動の最も基本的なものであり，かつ良くも悪くも

アンタッチャブルな領域です．だからこそ，日常の授業実践においていかにイエズス

会教育的な授業を行っていくか，ということに興味がありました．訳しながら訳者自

身の授業実践においてもヒントが多くある書物でした． 

 

 『リフラクティブな学び』の「リフラクティブ(Refractive)」には 2 つの意味があり

ます．まず，字義通りの「屈折」という意味です．学習者は教えられたことを自分の中

で「屈折」させなければ，つまり自分の環境，文脈といったものに自分で読み替えな

ければ真の学びにはならないということで，言葉は違っても，皆さんの実感に合うの

ではないでしょうか．2 つ目に reflection(内省)+action(実践)という著者自身による言

葉遊びです．いわゆる経験・内省・実践の内，内省と実践に特に焦点を当てて，いか

に学習を「屈折」させていくか，という意味です．詳しくは本の 4 ページをご覧くだ

さい． 

 

『リフラクティブな学び』は自身の授業実践で「授業準備はきちんとした」「説明も

きちんとした」「宿題も生徒は出してくる」のに，生徒の学びが浅い気がする，といっ

た日々の授業実践における違和感を出発点に読める本です．各科目の例は本文中をご

覧ください．また，『リフラクティブな学び』を参考にして，この文書の末尾にふりか

えりの実践シートを作ってみました．訳者の創作です．よろしければお目通し・実

践・分かち合いをしてみてください． 

 



この本が問い直すのは「どの授業で使うか」「どう説明するか」といった表層的な方

法論ではなく，むしろ学習者の学びがどこで，どのように意味を持ち始めるかという

ことです． 

ここで登場する鍵が “refractive”，すなわち「内省」と「実践」です．内省と実践を

通じて新たにやってくる「経験」を，教室内でまた「内省」，「実践」へと屈折させ，

新たな考えとなり，判断となり，経験へと向かうその具体的な例，具体的なプロセス

が，本書の中にはたくさん散りばめられています．イエズス会学校の先生方がお読み

になれば，それこそ著者の言いたいことを読者が「屈折」させて授業実践されるとき

のヒントがたくさんあると分かっていただけると思います． 

 

最後に，私たちの現代のイエズス会中等教育のことに触れておきましょう．私たち

4 校には常に 2 つの課題があると思っています．一つは現代的文脈で，地域の一私立学

校として生徒募集等の経営面を成り立たせなければならないこと．今一つはイエズス

会学校としてイグナチオと同志たち(もっと遡ればイエスご自身)とつながりを持つ学

習・教育実践を行っていくことです． 

『リフラクティブな学び』は本の中で，教育学・教育心理学等の知見の最新研究の

紹介という形でいわば現代的文脈を片手に持ち，一方で書中のコラム「イグナチオ的

つながり」に示されているように，ともに歩む指導法(1993)やイエズス会教育の特徴

(1986)あるいは 16 世紀の学事規定といった文書の光で照らして伝統的文脈をもう一方

の手に持って，今私たちが授業実践に臨めるようになっています． 

 

どうぞ『リフラクティブな学び』が，皆様のより良い授業設計のヒントになります

ように． 

 

⚫ 構成 

 さあ，腰を据えて『リフラクティブな学び』を読んでみましょう．読む前に，道し

るべとして，ざっとページをめくりながら構成を一緒に把握しましょう． 

 

まず目次のページ，ページ x をお開きください． 

この本は 8 章からなり，第 1 部「学びとは」に 3 章，第 2 部「学びを設計する」に

4 章，第 3 部「学びを洗練する」に 1 章が割かれています． 

 



 第 1 部は，この本を読むうえで頭に入れておきたい，いわばフレームワークの提示

です． 

第 1 章のポイントは p.8 の図です．①教室には「学習者」と「教師」だけでなく

「世界」があるのだという考え方，また②それら 3 つを相互に 2 つずつ“E” (「6 つの

E」)がつないでいるのだということです．→巻末の追加資料の資料 1 枚目もご覧くだ

さい． 

第 2 章のポイントは，まず①有名な「経験-内省-実践」の図(p.19)．これはこの本の

のちに「文脈」と「評価」を組み合わせた図に発展します．そのあとには②学習者像

が変わってきていること，それに伴って③教師像は変わるはずだということが変化

前・変化後それぞれ 3 つずつキーワードを挙げてまとめられています．→巻末の追加

資料の資料 2 枚目はこのまとめです． 

第 3 章のポイントは p.19 の図の中でも特に「リフラクティブ」，つまり「内省」と

「実践」の深堀りがされています．P.38-41 にあるのが①内省を 3 種類のタイプに分

けることができる，といこと．続いて②「実践」は a)後まわしにするものではなくて

「今」行おう，ということと，b)実社会の文脈を持つ実践を行おうということです． 

 

さて，第 2 部にいきましょう． 

第 4 章は「文脈」についてです．文脈には①生徒側②教員側の 2 種類があります．

それぞれについて言及があります．これらを意識化することは「6 つの E」のうち「共

感 Empathy」を育むからです． 

第 5 章は「内省」について．内省は自動的には行われないので，①あえて生徒に時

間を取って，質問を用意するなど，知見を得るためのお膳立てをしましょう，という

こと．そして，今出てきたキーワード②「知見」について，よい「知見」が持つべき

3 つの「できる」がまとめられています．内省を重要視するのは，内省が「積極的な取

り組み Engagement」を育むからです． 

第 6 章は「実践」です．実践のヒントに「実践目標」を作るということ．これは①

実社会と関係を持ち②前章の知見に関係する目標をつくるということ，そして文脈を

持つ②真正の評価を行うということです．試験の成績，点数，進学実績ばかりに目が

行きがちな現場では特に考えさせられる部分です．なぜ「実践」が大事か，それは

「卓越性 Excellence」を持つからです． 

第 7 章は「経験」大切なキーワードは授業が行われる授業環境に関する①「4 つの

C」です(いわゆる 4C’s とは別です．この著者はこのような言葉遊び，まとめ方が好き



なようです)．そして経験が持つべき②「5 つのエイト」がポイントです．なぜ，経験

を意識化することが大切なのか，それは「自立 Empowerment」させるためです． 

 

第 3 部(第 8 章)，これは教師自身が学習者となって，内省し実践していくためのポ

イントが述べられています．第 2 部までに登場しなかった残りの 2 つの E「専門性

Expertise」と「熱意 Enthusiasm」は教師と世界の間にかかっていたことを思い出して

ください．最後は①評価を通じて教師自身がふりかえること，それを通じて②教師自

身が内省の専門家になること，そして温かい励ましで締めくくられています． 

 

以上がこの本の構成です．もし本文で読みにくいところがありましたらそれは原著

者ではなく，訳者の責任です．また読み進めていくうちに「これは違うな」という箇

所が出てきてもそれは当然のことです．経験を持ち，生徒に向き合っている先生の方

が細かな微調整が必要となるでしょう．その違和感もまた先生ご自身の中で屈折させ

て，よい授業実践につなげられれば幸いです． 

 


